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発電用原子炉施設等の廃止措置計画の具体化を図る際に必要となる廃止措置計画の準備において必要と

なる作業ガイドの整備状況について紹介する。 
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1. 緒言 

 原子力学会廃止措置分科会では 2015 年 10 月より廃止措置計画標準改定等の検討が実施されている。こ

の中では、これまで現行の計画標準の改定案、新規の安全評価標準について基準（Code）としての制定に

向けた議論が行われている。また、これと併行して、廃止措置計画段階で必要な作業を安全にかつ効率的

に進めるための指針（Guide）（以下、「ガイドライン」という）の検討が行われている。必要な作業には、

「放射能インベントリ評価」、「廃止措置対象施設の特性調査」及び「廃止措置のエンジニアリング」が

あり、これらのガイドラインの概要と策定の意義について述べる。 

2. ガイドラインの概要 

安全確保を大前提に効率的な廃止措置計画を確立するためには、計画立案作業を明確にするとともに廃

止措置実施者が共通的な手順でこの計画立案作業を実施できるようにする必要がある。このための共通的

な実施手順をガイドラインとして整備する。 

（１）放射能インベントリ評価ガイドライン 

廃止措置の対象施設に残存する放射性物質の特性、分布及び量を評価する際の考え方及び手順を整備。 

（２）廃止措置対象施設の特性調査ガイドライン 

廃止措置対象施設の設計情報や設備・機器・構造物の特性等を調査する際の考え方及び手順を整備 

（３）廃止措置エンジニアリングガイドライン 

廃止措置で実施する除染工事、解体工事及び廃棄物の処理等に係る計画を立案する際の考え方及び手

順を整備。 

3. ガイドライン策定の意義 

廃止措置計画の準備に係る作業手順を共通的なガイドラインとして整備することにより、今後益々増加

すると考えられる廃止措置実施者が行う廃止措置計画策定作業をより安全かつ効率的に実施できるように

なることが期待できる。また、これにより無駄な作業が排除され廃止措置費用の低減を図ることが可能と

なる。 
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